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1005 － 事務
ＧＩＧＡスクールネットワーク構想の
推進

－
国の「ＧＩＧＡスクール構想」に係る補
助事業について事務作業を行う

ＩＣＴ教育
推進課

0 0 0.5 1.4 1.9 14,839 終了
国のＧＩＧＡスクール構想に関連する
補助金業務が終了するため

北海道Society5.0を推進し、未来技
術を活用した将来にわたり安全・安
心で豊かな社会の実現を図るため、
北海道の未来をけん引する人づくり
は重要であることから、取組の一層
の推進を検討すること。

終了
北海道Society5.0の推進に向け、引
き続き、ＧＩＧＡスクールネットワーク
構想の推進に取り組む。

1007 － 事務 学校でのＩＣＴ活用支援 ②

ＩＣＴを効果的に活用した授業実践
や端末活用の向上に向け、学校を
支援（道立高校のＢＹＯＤの導入推
進を含む。）

ＩＣＴ教育
推進課

0 0 4.8 2.8 7.6 59,356 ①
②
改善
（指標
分析）

ICTを効果的に活用した授業実践や
端末活用の向上に向け、ICT活用授
業モデルの普及・充実や研修資料
提供、相談窓口の設置を行う。
また、BYOD端末の導入に向けて、
効率的な購入方法や端末活用方法
について情報提供を行い、学校を支
援する。

－ ④ ①
既に会議のオンライン開催やデジタ
ルでの資料配付を実施するなどして
対応済み。

－ ⑦ ①
事業内容が学校間のＩＣＴ活用に向
けた授業ノウハウの共有を目指して
おり対応済み。

○ ① 既に会議をオンライン開催するなど
して対応済み。

ＩＣＴ活用教育の推進のため、ＩＣＴ機
器を活用して指導する能力を全て
の教員が持つことが必要であり、指
導する能力を育成するための実践
研究や教職員の研修等の取組の一
層の推進を検討すること。

改善

ＩＣＴを効果的に活用した授業実践や端末活用
の推進に向け、具体的な活用事例を示した授
業モデルの作成や実践的な研修の実施、ICT
活用ポータルサイトや広報誌等による情報発信
やサポートデスクによる相談対応をするなどし
て、日常的に学校を支援していく（道立高校の
ＢＹＯＤの導入推進を含む。）

各教科等の指導においてICTを効果
的に活用し、児童生徒の資質・能力
を確実に育成することができるよう、
具体的な活用に関する実践的な研
修や、学校全体でICT活用を推進す
る体制の構築に関する研修を実施
する。

1006 － 一般
ＧＩＧＡスクールサポーター配置事業
費

－
国のＧＩＧＡスクールサポーター配置
促進事業を活用し、学校におけるＩＣ
Ｔ環境整備等の支援を実施

ＩＣＴ教育
推進課

45,580 0 0.3 0.1 0.4 48,704 終了
Ｒ３で国の補助金が終了する見込で
あり、Ｒ４以降は各学校で対応を
行っていく方針であるため。

終了

1011 一般
教育指導費（遠隔授業配信機能集
中化推進事業費）

②
遠隔授業の配信機能を集中化した
遠隔授業配信センターの開設及び
運営に関する経費

高校教
育課

13,794 2,416 2.0 2.8 4.8 51,282 終了

時限到来のため「終了」とするが、
地方創生推進交付金利用事業であ
り、来年度も事業実施予定で、遠隔
授業配信校及び年次進行による配
信時数が増加するため、今後の実
施は別途検討する。

－ ④ ①
既にオンライン開催やデジタルでの
資料配付を実施するなどして対応
済み。

○ ⑥ ①
既にオンライン開催やデジタルでの
資料配付を実施するなどして対応
済み。

○ ①
既にオンライン開催やデジタルでの
資料配付を実施するなどして対応
済み。

終了

0 59,374 2,416 7.6 7.1 14.7 ■令和４年度　新規事業

【見直し結果（S)(T)(U)】
　見直し状況（F)(J)(M)で｢②今回見直しを検討｣を
　選択した検討結果
　○見直し対応　△検討継続

GIGAスクール運営支援センター整備事業費
教育指導費(遠隔授業配信機能集中化推進事業費)
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【視点(E)(I)】
　①省エネ設備の普及とエネルギー利用の効率化の促進　②再エネ導入促進、建築物の省エネ化
　③次世代自動車などの導入促進 　④３Ｒの推進による廃棄物の削減　⑤温室効果ガス吸収源対策
　⑥「Smart道庁」の取組の推進による道庁における業務の効率化・省力化や多様で柔軟な働き方の実現
　⑦行政のデジタル化に係る道内自治体間のノウハウの共有化の推進

　【見直し状況(F)(J)(M)】
　　 ① 対応済
　　 ② 今回見直しを検討
　　　－ 対応が不要
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【見直し区分】
　①普及啓発　②会議等　③調査業務　④窓口業務等
　⑤施設整備・維持等　⑥委託業務　⑦補助事業　⑧その他

ICT活用教育の推進
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Ⅱ　Society5.0 Ⅲ　新型コロナウイルス感染症 Ⅳ　前年度意見
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